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ワーキングホリデーは、カナダで1年間自由に過ごすことができる交流ビザ。旅行するための費
用が必要になれば、アルバイトをすることも可能。アルバイトをするには英語力が必要！となれ
ば、語学学校に通うこともできます。日本でがむしゃらに働いてきたという社会人の方は「何も
しない」をすることもできます。簡単に言うと、観光ビザとワークビザと学生ビザが一緒になっ
たオールマイティビザなのです。

ワーキングホリデー参加条件

★日本の国籍を有する
★年齢が、申請書受理時点で、18歳以上30歳以下である （出発時の年齢ではありません）
★以前にこのプログラムを申請し、ワーキングホリデー就労許可通知書の発給を受けていない
★最低2,500カナダドル相当の資金を有している （およそ25万円）
★滞在期間中の障害、疾病をカバーする医療保険に加入すること
（カナダに入国する際、医療保険の加入を証明するものを提示するよう、求められる場合があります）
★346カナダドル相当のプログラム参加費・バイオメトリクス申請費用の支払いができること ※2023
年6月時点

バイオメトリクス（個人識別情報）について

個人識別情報（バイオメトリクス）とは
個人識別情報とは、個人の身体的特徴を示すものです。
カナダの入国管理手続きで提供される個人識別情報には、指紋と顔写真が含まれます。
個人識別情報を提供することにより、ある人物が他人になりすましたり間違えられたりする
リスクを大幅に減らすことができます。個人識別情報の活用は、国際的に最も信頼性の高い
本人確認方法の一つとして認められ、世界中で利用されています。

誰が個人識別情報の提供を行う必要があるのか？（日本国籍の場合）
• ワーキングホリデービザまたは就学許可証（学生ビザ）を申請する人（米国国籍を有する人は除
く）

• 永住権を申請する人
• すでにカナダに滞在している人が、ビザ更新や延長等新たに申請を行う場合

個人識別情報提供の免除対象者は？
• 14歳未満の子供、および79歳以上の人（申請時の年齢）
• 有効な電子渡航認証（eTA）を保有し、カナダに観光目的で訪れるビザ免除国の国籍を持つ人（日
本人含む）

• すでにeTAや学生ビザでカナダに滞在している人

申請者はどこで個人識別情報の提供を行うのか？
東京にありますカナダビザ申請センター（VFS）にて行います。現在日本国内には東京・大阪にしかな
いため地方にお住いの方は注意が必要です。ただ、必ずしも日本人は日本国内で申請しなければならな
いわけではなく、韓国や台湾など旅行ついでに申請を行うことも可能です。

個人識別情報の有効期限は？
個人識別情報は10年に１度の提供でOK。

費用は？
個人の申請者が個人識別情報の提供を行う登録料は85カナダドルになります。家族が同時に申請を行
う場合は、登録料総額上限は170カナダドルです。（2023年6月現在）



VANCOUVER
大自然を残しながらも都会としての魅力を併せ持った美
しい都市として世界的に知られているバンクーバー。 青
い空と穏やかな海に囲まれ、すぐ北にはコースト・マウ
ンテンズの山々が連なるという絶好のロケーションにあ
るこの街は、太平洋へのゲートウェイとして栄えてきま
した。
また海流の影響による温暖な気候と周囲の雪山の美しさ
でも有名です。たとえば春には朝はスキー、午後はセー
リングが1日で体験出来てしまうような、恵まれた環境を
持っています。バンクーバーは様々なアクティビティを1
年を通して楽しめる最適な立地条件と、輝くような 大都
会の景観 という2つの魅力を備えているのです。

★気候
春（4月～5月）：夏（6月～8月）：秋（9月～10月）：冬（11月～3月）

初夏の6月は、晴天が続きとても過ごしやすく観光に最適な時期です。バンクーバーの夏は、日本の様に
猛暑にならず湿度が高くありません。平均最高気温は30℃未満で過ごしやすく、湿度が低いので爽やかな
気持ちのいい日々を過ごすことができます。
バンクーバーの冬は少し長めです。しかし、気温が氷点下まで下がることはあまりなく、日本の東京ほど
の気温です。服装は日本の冬と同じ服装を意識すれば問題ないでしょう。この時期は不安定な天候が続き、
雨が降る日、曇りの日が多くどんよりとした日が続きます。

★時差
バンクーバーと日本の時差は－17時間。日本が正午の時は、バンクーバーはその前日の20時。
なお、カナダにはサマータイムがあり、サマータイム実施期間は3月の第2日曜日から11月の第1日曜日ま
でで、現地時間に1時間プラスとなります。

★生活費
カナダ第三位の規模を持つ都市ですが、物価はトロントとほぼ同じ。シェアアパートの家賃は大体$600/
月程で、1ヶ月の定期でおよそ$130。食費などとあわせると$1,000~$1,200/月程の生活費がかかります。
ただ、ここ最近不動産価格が上昇しているため、立地条件のよい広いアパートを一人で借りるとなると東
京以上の家賃になりますが家具付きの物件も多いです。（例：ダウンタウンの1LDKアパートの家賃約17
万円）

★仕事先
バンクーバーは日本文化がとても浸透している街であるため日系企業が多く存在します。中でも日本食レ
ストランや居酒屋、ラーメン店などがダウンタウンに集中しているため、年中通してサービス業の求人は
多いです。
・ジャパレス（日本食レストラン）
・コーヒーショップ
・ツアーガイド
・ツアードライバー
・お土産屋
・日系企業での事務
・留学エージェントスタッフ
・語学学校のアシスタント
※最低賃金：時給$16.75（2023年6月現在）



Vancouverの見どころ！

【スタンレーパーク】
ダウンタウンのすぐ北西に広がる405ヘクタールの広大な自然公園。公園内には深い
森に覆われた湖や川、そして原生林が点在。その間を縫うように散歩や自転車用の
コースが作られていて、散歩しているとカナダグースなどの野鳥やリス、アライグマ
など、この公園に生息する野生動物にも出会うことができます。また立派な桜の木や
野生のシャクナゲ、手入れの行き届いたバラ園など四季折々の花が楽しめる場所でも
あります。
また、公園を一周する8.8kmのシーウォール（Seawall）でサイクリングや散歩を楽
しんだり、森の中のハイキングや公園内のテニスコート（無料）で汗を流す人も多く、
一日居ても飽きることはありません。

バンクーバーには、世界の美しい公園ランキングで2位に輝いたスタンレーパークをはじめ数多くの公園に囲
まれた緑豊かな街です。ダウンタウンは大きすぎず端から端まで徒歩で回れるくらいコンパクトな街。 また、
海岸沿いは散歩コースがたくさんあり、サイクリングやジョギングを楽しむ人の姿をよく見かけます。公共交
通機関も発達しており、スカイトレイン（電車）やバス、シーバス（フェリー）はすべて共通の乗車券で利用
可能です。

【イングリッシュベイ・ビーチ】
バンクーバー市民の憩いの場となっている静かな砂浜です。ベンチ代わりに
置かれた流木にもたれ掛かり夕日を眺めるのがバンクーバー流。夏には花火
大会の会場にもなります。お勧めの時間帯はやはりサンセット。辺り一面が
黄金色に染まり、ロマンチックな光景がひろがります。長くじわじわと沈む
北国ならではのマジックアワーを楽しんで下さい。

【ガスタウン】
バンクーバー発祥の地。石畳の道路やアンティークな雰囲気の街灯が、開拓
当時の様子を偲ばせます。カフェ、ギフトショップ、ギャラリーなどに加え
て近年は多くのレストランがオープンして、グルメスポットとしても知られ
てきました。蒸気パイプのホイッスルで時を知らせる蒸気時計は、写真撮影
の人気スポットです。

【グランビル・アイランド】
グランビル橋直下、フォールス・クリークという入り江に突き出した小さな出
島に、90軒以上のショップ、40軒を超えるレストランやカフェ、その他パブ
リック・マーケット、ホテル、小劇場、ビール工場などが集まっている人気エ
リアで、常に観光客や地元の人々で賑わっています。
パブリック・マーケットでは、農家直送の野菜、焼きたてパン、近海物のサー
モンなどの魚介類や自家製ソーセージ、他にも地元アーティスト手作りの様々
なクラフトが売られており、見ているだけでも楽しくなってきます。またカナ
ダ初のマイクロブリュワリー（地ビール工場）だったグランビル・アイラン
ド・ブリュワリーでは、製造過程の見学やビールの試飲も出来ます。

【イエールタウン】
かつて倉庫街だったところが1986年の万博を機にスタイリッシュでハイグ
レードの街に生まれ変わりました。おしゃれなカフェや雑貨店、ギャラリー、
新進ファッションデザイナーのアトリエなどが集結し、トレンドスポットと
して注目を浴びています。高級スーパーマーケット「Urban Fare」 やブ
ティックホテル「Opus Hotel」は是非訪ねてみたいスポット。レストランの
レベルも高く、地ビールが楽しめる醸造パブなどと共に、ダイニングエリア
としても有名。夕食を兼ねての散策にぴったりなエリアです。



料金表

語学学校8週間以上お申込の場合

210,000円（税込）

語学学校なし、または8週間未満のお申込の場合

280,000円（税込）

バンクーバーワーホリパック料金

【プログラム費用に含まれているもの】
■提携語学学校の手配費用
■渡航前オリエンテーション
■ホームステイ手配費用
■ホームステイ4週間滞在費用（個室・１日3食付）
■片道空港送迎
■到着オリエンテーション
■各都市日本人現地オフィス1年間サポート
■海外送金手数料
■ビザ申請サポート

【プログラム費用に含まれないもの】
■渡航費（航空券）
■5週目以降の滞在費用
■海外保険
■現地生活費・交通費
■ワーキングホリデービザ申請費用（$261）※2023
年6月現在
■バイオメトリクス費用（$85）※2023年6月現在

【現地オフィス1年間サポート内容】
★現地生活オリエンテーション
(公共交通機関の利用方法、銀行口座開設同行、各種
書類手続き、SINナンバー申請補助、携帯電話契約
サポート等)
★オフィス利用(インターネット、コピー等)
★郵便物の受け取り
★各種イベント・セミナー参加
★生活全般のご相談 etc...

プログラム概算費用

滞在1年間（シンプルプラン）
ワーホリパックのみの場合

滞在1年間
ワーホリパック+語学3ヶ月

渡航前にかかる費用

語学学校申込金 ¥16,500 $165

現地購入語学学校教材費

語学学校授業料 ¥396,000
週20レッスン

$3,960

ワーホリ申請関連費 ¥34,600 $346 ¥34,600 $346 

ワーホリパック費用 ¥280,000 税込 ¥210,000 税込

海外留学保険料（目安） ¥220,000 ¥220,000

片道航空券（目安） ¥100,000 ¥100,000

小計 ¥634,600 ¥977,100

渡航後にかかる費用

現地滞在費用11ヶ月分
※シェアアパートの場合（目安）

¥715,000 目安$650/月 ¥715,000 目安$650/月

現地生活費・交通費（目安） ¥780,000 目安$650/月 ¥780,000 目安＄650/月

小計 ¥1,495,000 ¥1,495,000

渡航前＋渡航後の合計 ¥2,129,600 ¥2,472,100

現地収入
（$2,200/月の場合）

¥2,420,000 11ヶ月分 ¥1,980,000 9ヶ月分

実際にかかる費用
合計-収入

¥-290,400 貯金が可能！ ¥492,100

⚫ 語学学校はSprott Shaw Language College の見積もりとなります。他語学学校の手配も可能です。ご相談ください。
⚫ 上記留学生保険料金は代表的なプラン料金を参考金額として掲載。補償内容・ご契約プランによって保険加入料が異なります。  
⚫ プログラム費用は、教育機関等の都合および為替レート変動により予告なく変更されます。最新料金はお問い合わせ下さい。
⚫ 渡航3ヶ月前までのお申込みを御願いします。3ヶ月を切るお申し込みの場合、緊急手配料を別途頂戴いたします。

CAN$1=100円の場合
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